
＊
平
安
京
は
四
神
の
守
る
地

＊
平
安
京
は
四
神
の
守
る
地

　

前
回
は
、
鎌
倉
が
頼
朝
の

　

前
回
は
、
鎌
倉
が
頼
朝
の

時
代
か
ら
現
在
ま
で
繁
栄
し

時
代
か
ら
現
在
ま
で
繁
栄
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け

を
歴
史
の
面
か
ら
考
え
て
み

を
歴
史
の
面
か
ら
考
え
て
み

ま
し
た
。
今
回
は
中
国
か
ら

ま
し
た
。
今
回
は
中
国
か
ら

伝
わ
っ
た
風
水
思
想
か
ら
眺

伝
わ
っ
た
風
水
思
想
か
ら
眺

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

風
水
と
は
、
国
語
辞
典
に

　

風
水
と
は
、
国
語
辞
典
に

は「
陰
陽
家
の
術
の
一
つ
で
、

は「
陰
陽
家
の
術
の
一
つ
で
、

風
土
や
水
勢
を
見
て
、
住
居

風
土
や
水
勢
を
見
て
、
住
居

・
埋
葬
の
地
を
選
び
定
め
る

・
埋
葬
の
地
を
選
び
定
め
る

も
の
」
と
あ
り
ま
す
。
日
本

も
の
」
と
あ
り
ま
す
。
日
本

は
早
く
か
ら
こ
の
影
響
を
受

は
早
く
か
ら
こ
の
影
響
を
受

け
、
暮
し
の
中
に
取
り
入
れ

け
、
暮
し
の
中
に
取
り
入
れ

て
き
ま
し
た
。
鎌
倉
武
士
も

て
き
ま
し
た
。
鎌
倉
武
士
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

桓
武
天
皇
も
京
に
都
を
移

　

桓
武
天
皇
も
京
に
都
を
移

す
時
、
役
人
に
そ
の
地
相
を

す
時
、
役
人
に
そ
の
地
相
を

調
べ
さ
せ
ま
し
た
。
調
査
官

調
べ
さ
せ
ま
し
た
。
調
査
官

は
、「
京
都
は
左
を
青
龍
、

は
、「
京
都
は
左
を
青
龍
、

右
を
白
虎
、
前
を
朱
雀
、
後

右
を
白
虎
、
前
を
朱
雀
、
後

を
玄
武
が
守
る
四
神
相
応
の

を
玄
武
が
守
る
四
神
相
応
の

地
。
帝
都
を
定
め
る
に
最

地
。
帝
都
を
定
め
る
に
最

適
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

適
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

「
平
家
物
語
巻
五
・
都
遷
」

「
平
家
物
語
巻
五
・
都
遷
」

に
あ
る
話
で
す
。
こ
う
し
て

に
あ
る
話
で
す
。
こ
う
し
て

平
安
京
は
生
れ
、
四
百
年
近

平
安
京
は
生
れ
、
四
百
年
近

く
繁
栄
し
た
の
で
し
た
。

く
繁
栄
し
た
の
で
し
た
。

＊
鎌
倉
も
風
水
の
町

＊
鎌
倉
も
風
水
の
町

　

鎌
倉
で
も
大
倉
御
所
を
若

　

鎌
倉
で
も
大
倉
御
所
を
若

宮
大
路
（
大
佛
次
郎
邸
付

宮
大
路
（
大
佛
次
郎
邸
付

近
）
に
移
す
時
、
七
人
の
陰

近
）
に
移
す
時
、
七
人
の
陰

陽
師
に
地
相
を
調
べ
さ
せ
ま

陽
師
に
地
相
を
調
べ
さ
せ
ま

し
た
。
執
権
北
条
泰
時
の
命

し
た
。
執
権
北
条
泰
時
の
命

令
で
す
。
調
べ
た
結
果
、
陰

令
で
す
。
調
べ
た
結
果
、
陰

陽
師
は
「
若
宮
大
路
は
四
神

陽
師
は
「
若
宮
大
路
は
四
神

相
応
の
勝
地
で
す
。
西
に
大

相
応
の
勝
地
で
す
。
西
に
大

道
南
行
し
、
東
に
河
あ
り
。

道
南
行
し
、
東
に
河
あ
り
。

北
に
鶴
岳
あ
り
。
南
は
海
水

北
に
鶴
岳
あ
り
。
南
は
海
水

を
湛
え
て
い
る
。
こ
の
地
を

を
湛
え
て
い
る
。
こ
の
地
を

用
い
る
べ
き
（
吾
妻
鏡
・
嘉

用
い
る
べ
き
（
吾
妻
鏡
・
嘉

禄
元
年
十
月
廿
日
）
」
と
答

禄
元
年
十
月
廿
日
）
」
と
答

申
し
ま
し
た
。

申
し
ま
し
た
。

　

四
神
は
、
東
に
川
、
西
に

　

四
神
は
、
東
に
川
、
西
に

道
、南
に
平
野
や
湖
、北
に
山

道
、南
に
平
野
や
湖
、北
に
山

が
聳
え
る
地
を
選
ん
で
、
守

が
聳
え
る
地
を
選
ん
で
、
守

護
す
る
と
い
い
ま
す
。
そ
う

護
す
る
と
い
い
ま
す
。
そ
う

い
え
ば
鶴
岡
八
幡
宮
も
鎌
倉

い
え
ば
鶴
岡
八
幡
宮
も
鎌
倉

の
町
全
体
も
、
こ
う
し
た
地

の
町
全
体
も
、
こ
う
し
た
地

形
で
す
。事
実
、西
に
由
比
ヶ

形
で
す
。事
実
、西
に
由
比
ヶ

浜
に
沿
っ
て
古
東
道
が
走

浜
に
沿
っ
て
古
東
道
が
走

り
、東
に
滑
川
が
流
れ
、北
に

り
、東
に
滑
川
が
流
れ
、北
に

大
臣
山
が
そ
び
え
、
南
は
相

大
臣
山
が
そ
び
え
、
南
は
相

模
湾
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

模
湾
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

＊
四
神
を
招
く
工
夫
一

＊
四
神
を
招
く
工
夫
一

　

南
が
開
け
て
陽
光
が
注

　

南
が
開
け
て
陽
光
が
注

ぎ
、
北
に
山
を
背
負
い
、
寒

ぎ
、
北
に
山
を
背
負
い
、
寒

風
を
防
ぐ
。
こ
う
い
う
土
地

風
を
防
ぐ
。
こ
う
い
う
土
地

な
ら
風
水
を
抜
き
に
し
て

な
ら
風
水
を
抜
き
に
し
て

も
、
す
ぐ
に
も
住
み
た
い
と

も
、
す
ぐ
に
も
住
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
縁
起

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
縁
起

も
、
居
住
性
も
い
い
土
地
な

も
、
居
住
性
も
い
い
土
地
な

ど
、
容
易
に
手
に
入
る
も
の

ど
、
容
易
に
手
に
入
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

工
夫
が
さ
れ
た
の
で
す
。

工
夫
が
さ
れ
た
の
で
す
。

　

禅
宗
の
大
寺
、
建
長
寺
を

　

禅
宗
の
大
寺
、
建
長
寺
を

訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。
境
内

訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。
境
内

に
入
る
と
禅
宗
様
式
の
山

に
入
る
と
禅
宗
様
式
の
山

門
、
仏
殿
な
ど
が
並
ん
で
い

門
、
仏
殿
な
ど
が
並
ん
で
い

ま
す
。
ど
れ
も
南
西
に
向
い

ま
す
。
ど
れ
も
南
西
に
向
い

て
い
ま
す
。「
天
子
は
南
面

て
い
ま
す
。「
天
子
は
南
面

し
、
臣
下
に
対
す
る
」
と
い

し
、
臣
下
に
対
す
る
」
と
い

う
中
国
文
化
を
基
準
に
し
た

う
中
国
文
化
を
基
準
に
し
た

寺
な
の
に
意
外
で
す
。
境
内

寺
な
の
に
意
外
で
す
。
境
内

が
南
か
ら
北
へ
深
く
切
り
込

が
南
か
ら
北
へ
深
く
切
り
込

ん
だ
谷
を
造
成
し
た
所
な
の

ん
だ
谷
を
造
成
し
た
所
な
の

で
や
む
を
得
な
か
っ
た
の
で

で
や
む
を
得
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
仏
殿
の
前
に

　

と
こ
ろ
が
、
仏
殿
の
前
に

一
対
の
灯
籠
が
あ
り
、
こ
こ

一
対
の
灯
籠
が
あ
り
、
こ
こ

に
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。
灯

に
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。
灯

り
を
入
れ
る
火
袋
の
下
の
中

り
を
入
れ
る
火
袋
の
下
の
中

台
と
い
う
部
分
に
四
神
像
が

台
と
い
う
部
分
に
四
神
像
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
キ
ト
ラ

描
か
れ
て
い
ま
す
。
キ
ト
ラ

古
墳
の
壁
画
に
似
た
朱
雀
が

古
墳
の
壁
画
に
似
た
朱
雀
が

正
面
に
、
玄
武
が
裏
に
、
左

正
面
に
、
玄
武
が
裏
に
、
左

右
に
青
龍
、
白
虎
が
見
ら
れ

右
に
青
龍
、
白
虎
が
見
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
で
建
長
寺
を
南

ま
す
。
こ
れ
で
建
長
寺
を
南

面
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

面
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

＊
四
神
を
招
く
工
夫
二

＊
四
神
を
招
く
工
夫
二

　

こ
の
他
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

　

こ
の
他
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

ー
を
要
所
に
植
え
る
こ
と
で

ー
を
要
所
に
植
え
る
こ
と
で

四
神
相
応
の
地
に
す
る
工
夫

四
神
相
応
の
地
に
す
る
工
夫

も
さ
れ
ま
す
。
四
神
の
木

も
さ
れ
ま
す
。
四
神
の
木

は
、
東
は
柳
、
西
は

は
、
東
は
柳
、
西
は
楸ひ

さ
ぎ

ひ
さ
ぎ

と

梅
、
南
は

梅
、
南
は
木も

く
せ
い

も
く
せ
い犀

と
桐
、
北
は

と
桐
、
北
は

檜ひ
の
き

ひ
の
きと

槐
え
ん
じ
ゅ

え
ん
じ
ゅで

す
。

で
す
。

　

鶴
岡
八
幡
宮
に
は
、
源
平

　

鶴
岡
八
幡
宮
に
は
、
源
平

池
の
畔
に
柳
の
巨
木
が
並
ん

池
の
畔
に
柳
の
巨
木
が
並
ん

で
い
ま
す
。方
角
か
ら
見
て
、

で
い
ま
す
。方
角
か
ら
見
て
、

四
神
の
木
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
神
の
木
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
石
段
の
左
に
は
槐
が

　

ま
た
石
段
の
左
に
は
槐
が

あ
り
ま
す
。
玄
武
の
木
と
思

あ
り
ま
す
。
玄
武
の
木
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
槐
は
中
納
言

わ
れ
ま
す
が
、
槐
は
中
納
言

の
木
で
も
あ
る
の
で
、
源
実

の
木
で
も
あ
る
の
で
、
源
実

朝
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
も

朝
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
旧
美
術
館
の

知
れ
ま
せ
ん
。
旧
美
術
館
の

裏
に
も
楸
が
あ
り
ま
す
が
、

裏
に
も
楸
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
は
工
事
中
の
た
め
近
づ

現
在
は
工
事
中
の
た
め
近
づ

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

「
鎌
倉
市
民
ま
つ
り
ウ
ィ

　

「
鎌
倉
市
民
ま
つ
り
ウ
ィ

ー
ク
」
の
最
終
日
を
飾
る
鎌

ー
ク
」
の
最
終
日
を
飾
る
鎌

倉
市
民
カ
ー
ニ
バ
ル
が
５
月

倉
市
民
カ
ー
ニ
バ
ル
が
５
月

2828
日
開
催
さ
れ
、
パ
レ
ー
ド

日
開
催
さ
れ
、
パ
レ
ー
ド

に
1515
団
体
約
百
人
が
参
加
し

団
体
約
百
人
が
参
加
し

た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

か
つ
て
鎌
倉
文
士
た
ち
が

　

か
つ
て
鎌
倉
文
士
た
ち
が

行
っ
た
カ
ー
ニ
バ
ル
を
復
活

行
っ
た
カ
ー
ニ
バ
ル
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
、
昨
年
か
ら
鎌

さ
せ
よ
う
と
、
昨
年
か
ら
鎌

倉
商
工
会
議
所
、
鎌
倉
市
、

倉
商
工
会
議
所
、
鎌
倉
市
、

鎌
倉
観
光
協
会
ら
が
実
行
委

鎌
倉
観
光
協
会
ら
が
実
行
委

員
会
を
構
成
し
て
行
っ
て
い

員
会
を
構
成
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
２
回
目
。

る
も
の
で
、
２
回
目
。

　

妖
怪
や
忍
者
、
江
ノ
電
な

　

妖
怪
や
忍
者
、
江
ノ
電
な

ど
に
扮
し
た
グ
ル
ー
プ
や
家

ど
に
扮
し
た
グ
ル
ー
プ
や
家

族
連
れ
の
参
加
者
た
ち
が
鎌

族
連
れ
の
参
加
者
た
ち
が
鎌

倉
市
役
所
か
ら
御
成
、
由
比

倉
市
役
所
か
ら
御
成
、
由
比

ガ
浜
商
店
街
を
通
り
、
由
比

ガ
浜
商
店
街
を
通
り
、
由
比

ガ
浜
の
鎌
倉
海
浜
公
園
ま
で

ガ
浜
の
鎌
倉
海
浜
公
園
ま
で

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
の
陽
気

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
の
陽
気

な
演
奏
に
の
せ
て
パ
レ
ー

な
演
奏
に
の
せ
て
パ
レ
ー

ド
。
公
園
の
ス
テ
ー
ジ
で
仮

ド
。
公
園
の
ス
テ
ー
ジ
で
仮

装
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
優

装
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
優

秀
者
の
表

秀
者
の
表

彰
が
あ
っ

彰
が
あ
っ

た
。
た
。

　

チ
ー
ム

　

チ
ー
ム

賞
は
ジ
ェ

賞
は
ジ
ェ

イ
コ
ム
湘

イ
コ
ム
湘

南
の
「
七

南
の
「
七

福
神
」
、

福
神
」
、

個
人
賞
に
金
方
堂
松
本
工
業

個
人
賞
に
金
方
堂
松
本
工
業

の
「
牛
若
丸
」
、
特
別
賞
に

の
「
牛
若
丸
」
、
特
別
賞
に

天
谷
徹
さ
ん
一
家
の
「
桃
太

天
谷
徹
さ
ん
一
家
の
「
桃
太

郎
」
が
選
ば
れ
た
。

郎
」
が
選
ば
れ
た
。

　

由
比
ガ
浜
海
岸
で
は
「
第

　

由
比
ガ
浜
海
岸
で
は
「
第

1616
回
鎌
倉
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ

回
鎌
倉
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ

が
2727
・
2828
日
の
両
日
開
催
さ

日
の
両
日
開
催
さ

れ
、
来
場
者
た
ち
は
フ
ラ
ダ

れ
、
来
場
者
た
ち
は
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
で
一

ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
で
一

足
早
い
夏
を
楽
し
ん
だ
。

足
早
い
夏
を
楽
し
ん
だ
。

　

逗
子
市
で
初
夏
の
大
潮
の

　

逗
子
市
で
初
夏
の
大
潮
の

時
期
に
毎
年
実
施
さ
れ
る
田

時
期
に
毎
年
実
施
さ
れ
る
田

越
川
と
久
木
川
の
一
斉
清
掃

越
川
と
久
木
川
の
一
斉
清
掃

が
６
月

が
６
月
1010
日
に
行
わ
れ
た
。

日
に
行
わ
れ
た
。

今
年
今
年
1010
回
目
で
、
全
長
約
４

回
目
で
、
全
長
約
４

・
５
㎞
の
流
域
を
１
時
間
で

・
５
㎞
の
流
域
を
１
時
間
で

一
気
に
清
掃
。
市
民
ほ
か
市

一
気
に
清
掃
。
市
民
ほ
か
市

内
の
鉄
道
、

内
の
鉄
道
、

金
融
機
関
、

金
融
機
関
、

ス
ー
パ
ー
、

ス
ー
パ
ー
、

学
校
、
市
民

学
校
、
市
民

団
体
、
池
子

団
体
、
池
子

米
軍
基
地
か

米
軍
基
地
か

ら
の
ら
の
6060
人
を
人
を

含
む
３
５
６
人
が
参
加
し
た

含
む
３
５
６
人
が
参
加
し
た

＝
写
真

＝
写
真
。

　

逗
子
中
の
生
徒
ら
は
「
魚

　

逗
子
中
の
生
徒
ら
は
「
魚

や
カ
ニ
を
見
つ
け
た
」
な
ど

や
カ
ニ
を
見
つ
け
た
」
な
ど

と
自
然
と
触
れ
あ
い
な
が
ら

と
自
然
と
触
れ
あ
い
な
が
ら

の
課
外
授
業
。
米
軍
兵
士
ら

の
課
外
授
業
。
米
軍
兵
士
ら

も
子
ど
も
が
持
ち
上
げ
ら
れ

も
子
ど
も
が
持
ち
上
げ
ら
れ

な
い
重
い
古
タ
イ
ヤ
を
軽
々

な
い
重
い
古
タ
イ
ヤ
を
軽
々

と
運
び
上
げ
協
力
し
た
。

と
運
び
上
げ
協
力
し
た
。

　

実
行
委
の
北
川
雄
平
副
代

　

実
行
委
の
北
川
雄
平
副
代

表
（
表
（
7676
）
は
「
市
民
参
加
が

）
は
「
市
民
参
加
が

川
を
き
れ
い
に
保
つ
マ
ナ
ー

川
を
き
れ
い
に
保
つ
マ
ナ
ー

向
上
に
つ
な
が
る
」と
話
す
。

向
上
に
つ
な
が
る
」と
話
す
。

　

2020
年
来
清
掃
に
携
わ
っ
て

年
来
清
掃
に
携
わ
っ
て

き
た
近
藤
大
輔
県
議
は
「
逗

き
た
近
藤
大
輔
県
議
は
「
逗

子
は
下
水
道
率
１
０
０
％
を

子
は
下
水
道
率
１
０
０
％
を

達
成
し
、
ア
ユ
や
サ
ケ
、
ホ

達
成
し
、
ア
ユ
や
サ
ケ
、
ホ

タ
ル
も
戻
っ
て
き
た
」
と
地

タ
ル
も
戻
っ
て
き
た
」
と
地

道
な
活
動
の
広
が
り
に
目
を

道
な
活
動
の
広
が
り
に
目
を

細
め
て
い
た
。

細
め
て
い
た
。

　

過
去
に
３
㌧
以
上
あ
っ
た

　

過
去
に
３
㌧
以
上
あ
っ
た

ゴ
ミ
の
量
も
昨
年
１
・

ゴ
ミ
の
量
も
昨
年
１
・
3636

㌧
、
今
年
０
・

㌧
、
今
年
０
・
8686
㌧
と
年
々

㌧
と
年
々

減
少
し
て
い
る
。
処
分
費
は

減
少
し
て
い
る
。
処
分
費
は

県
と
市
で
折
半
さ
れ
る
。

県
と
市
で
折
半
さ
れ
る
。

　

逗
子
市
・
葉
山
町
・
横
須

　

逗
子
市
・
葉
山
町
・
横
須

賀
市
に
ま
た
が
る
丘
陵
「
二

賀
市
に
ま
た
が
る
丘
陵
「
二

子
山
山
系
」
を
拠
点
に
山
道

子
山
山
系
」
を
拠
点
に
山
道

を
走
る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

を
走
る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）
の
愛
好
者
ら
が

（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）
の
愛
好
者
ら
が

設
立
し
た
団
体
「
三
浦
半
島

設
立
し
た
団
体
「
三
浦
半
島

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・
プ
ロ

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
５
月

ジ
ェ
ク
ト
」
が
５
月
2828
日
に
日
に

初
心
者
対
象
の
体
験
会
を
初

初
心
者
対
象
の
体
験
会
を
初

開
催
し
た

開
催
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
前

　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
前

の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
設
け
ら
れ

の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
設
け
ら
れ

た
コ
ー
ス
に
小
学
生
ら
約

た
コ
ー
ス
に
小
学
生
ら
約
1010

人
が
参
加
。
波
打
つ
斜
面
や

人
が
参
加
。
波
打
つ
斜
面
や

ジ
グ
ザ
グ
走
行
な
ど
に
楽
し

ジ
グ
ザ
グ
走
行
な
ど
に
楽
し

げ
に
挑
戦
し
た
。

げ
に
挑
戦
し
た
。

　

同
団
体
は
「
走
る
だ
け
で

　

同
団
体
は
「
走
る
だ
け
で

な
く
何
か
貢
献
を
」
と
考
え

な
く
何
か
貢
献
を
」
と
考
え

た
有
志
が
二
子
山
山
系
自
然

た
有
志
が
二
子
山
山
系
自
然

保
護
協
議
会
へ
の
活
動
参
加

保
護
協
議
会
へ
の
活
動
参
加

を
き
っ
か
け
に
２
年
前
に
発

を
き
っ
か
け
に
２
年
前
に
発

足
。
昨
年
か
ら
三
浦
半
島
全

足
。
昨
年
か
ら
三
浦
半
島
全

体
の
山
道
の
整
備
や
地
域
と

体
の
山
道
の
整
備
や
地
域
と

の
交
流
を
し
て
い
る
。
１
年

の
交
流
を
し
て
い
る
。
１
年

前
に
発
行
し
た
「
自
主
ル
ー

前
に
発
行
し
た
「
自
主
ル
ー

ル
ブ
ッ
ク
」
に
自
然
を
損
な

ル
ブ
ッ
ク
」
に
自
然
を
損
な

わ
な
い
心
配
り
や
歩
行
者
優

わ
な
い
心
配
り
や
歩
行
者
優

先
の
原
則
、
挨
拶
の
大
切
さ

先
の
原
則
、
挨
拶
の
大
切
さ

な
ど
山
道
を
利
用
す
る
心
構

な
ど
山
道
を
利
用
す
る
心
構

え
を
ま
と
め
三
浦
半
島
近
隣

え
を
ま
と
め
三
浦
半
島
近
隣

の
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ

の
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ

や
自
転
車
店
な
ど
で
配

や
自
転
車
店
な
ど
で
配

布
。
布
。

　

二
子
山
山
系
自
然
保
護

　

二
子
山
山
系
自
然
保
護

協
議
会
の
理
事
も
務
め
る

協
議
会
の
理
事
も
務
め
る

桐
山
大
代
表（

桐
山
大
代
表（
4343
）は
「
Ｍ

）は
「
Ｍ

Ｔ
Ｂ
の
魅
力
は
移
動
範
囲

Ｔ
Ｂ
の
魅
力
は
移
動
範
囲

の
広
さ
と
、
徒
歩
と
は
違

の
広
さ
と
、
徒
歩
と
は
違

う
目
線
で
自
然
と
触
れ
あ

う
目
線
で
自
然
と
触
れ
あ

え
る
こ
と
。
三
浦
半
島
の

え
る
こ
と
。
三
浦
半
島
の

環
境
を
大
切
に
地
域
と
つ
な

環
境
を
大
切
に
地
域
と
つ
な

が
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

が
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
ユ
ー
ザ
ー
と
地
域

た
い
」
と
ユ
ー
ザ
ー
と
地
域

と
の
架
け
橋
と
し
て
力
を
注

と
の
架
け
橋
と
し
て
力
を
注

ぐ
。初
心
者
歓
迎
。問
い
合
わ

ぐ
。初
心
者
歓
迎
。問
い
合
わ

せ
は
メ
ー
ル

せ
は
メ
ー
ルm

iura.m
tb.

m
iura.m

tb.

project@
gm
ail.com

project@
gm
ail.com

　

鎌
倉
市
太
極
拳
協
会
（
岡

　

鎌
倉
市
太
極
拳
協
会
（
岡

田
英
雄
会
長
）
の
創
立

田
英
雄
会
長
）
の
創
立
2525
周

年
を
記
念
し
た
「
鎌
倉
市
太

年
を
記
念
し
た
「
鎌
倉
市
太

極
拳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

極
拳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

６
月
６
月
1111
日
、
鎌
倉
市
山
崎
の

日
、
鎌
倉
市
山
崎
の

鎌
倉
武
道
館
で
開
か
れ
、
会

鎌
倉
武
道
館
で
開
か
れ
、
会

員
ら
約
４
百
人
が
参
加
し
た

員
ら
約
４
百
人
が
参
加
し
た

＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
協
会
は
１
９
９
２
年

　

同
協
会
は
１
９
９
２
年
1212

月
に
設
立
。
当
初
５
団
体
約

月
に
設
立
。
当
初
５
団
体
約

百
人
だ
っ
た
会
員
は
、現
在
、

百
人
だ
っ
た
会
員
は
、現
在
、

2222
団
体
、
約
４
５
０
人
に
な

団
体
、
約
４
５
０
人
に
な

り
、
市
内
外
の
体
育
施
設
で

り
、
市
内
外
の
体
育
施
設
で

練
習
を
行
っ
て
い
る
。
会
員

練
習
を
行
っ
て
い
る
。
会
員

の
年
齢
層
は

の
年
齢
層
は
2020
代
か
ら

代
か
ら
8080
代

ま
で
と
幅
広
く
、
フ
ェ
ス
テ

ま
で
と
幅
広
く
、
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
開
会
式
で
は
、

ィ
バ
ル
の
開
会
式
で
は
、
1010

年
以
上
在
籍
し
て
い
る
設
楽

年
以
上
在
籍
し
て
い
る
設
楽

武
久
さ
ん
（

武
久
さ
ん
（
8585
）
と
富
田
美

）
と
富
田
美

智
子
さ
ん
（

智
子
さ
ん
（
8383
）
が
長
期
功

）
が
長
期
功

労
者
表
彰
を
受
け
た
。

労
者
表
彰
を
受
け
た
。

　

演
武
会
で
は
各
団
体
が
そ

　

演
武
会
で
は
各
団
体
が
そ

ろ
い
の
演
武
服
で
曲
に
合
せ

ろ
い
の
演
武
服
で
曲
に
合
せ

て
、
規
定
や
自
選
の
太
極
拳

て
、
規
定
や
自
選
の
太
極
拳

を
披
露
。
剣
や
扇
を
用
い
た

を
披
露
。
剣
や
扇
を
用
い
た

演
武
、
平
塚
市
、
大
和
市
の

演
武
、
平
塚
市
、
大
和
市
の

友
好
団
体
の
演
武
、
日
本
武

友
好
団
体
の
演
武
、
日
本
武

術
太
極
拳
選
手
権
大
会
優
勝

術
太
極
拳
選
手
権
大
会
優
勝

者
・
奈
良
英
治
選
手
の
特
別

者
・
奈
良
英
治
選
手
の
特
別

演
武
も
あ
っ
た
。

演
武
も
あ
っ
た
。

　

岡
田
会
長
は
「
こ
れ
か
ら

　

岡
田
会
長
は
「
こ
れ
か
ら

も
一
層
の
発
展
を
目
指
し
た

も
一
層
の
発
展
を
目
指
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　威勢のいい掛け声と手拍子にあおられ　威勢のいい掛け声と手拍子にあおられ
て２基の神輿が担ぎあげられ、勢いよくて２基の神輿が担ぎあげられ、勢いよく
海に入っていく海に入っていく＝写真は松原省吾さん撮＝写真は松原省吾さん撮
影。鎌倉市材木座の五所神社例祭（。鎌倉市材木座の五所神社例祭（乱

み ざ いみ ざ い

材
祭
まつりまつり

）の海上渡御が好天の６月11日、材木）の海上渡御が好天の６月11日、材木
座海岸で行われた。座海岸で行われた。
　午後３時45分、海岸で神事が行われた　午後３時45分、海岸で神事が行われた
後、安泰と息災を祈願しながら神輿は後、安泰と息災を祈願しながら神輿は
沖合でしばらくもみあい、浜に戻った。沖合でしばらくもみあい、浜に戻った。
浜では大勢の見物客が見守っていた。浜では大勢の見物客が見守っていた。

建
長
寺
の
灯
籠
＝

建
長
寺
の
灯
籠
＝
朱
雀
や
青
龍
が
彫
ら
れ
て
い
る

朱
雀
や
青
龍
が
彫
ら
れ
て
い
る

4

オ
ー
ル
逗
子
で
川
を
き
れ
い
に

オ
ー
ル
逗
子
で
川
を
き
れ
い
に

七
福
神
や
桃
太
郎
ら
が
パ
レ
ー
ド

七
福
神
や
桃
太
郎
ら
が
パ
レ
ー
ド

田
越
川
・
久
木
川
一
斉
清
掃

田
越
川
・
久
木
川
一
斉
清
掃

鎌
倉
市
民
カ
ー
ニ
バ
ル

鎌
倉
市
民
カ
ー
ニ
バ
ル

三
浦
半
島
Ｍ
Ｔ
Ｂ

三
浦
半
島
Ｍ
Ｔ
Ｂ

2525
周
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

周
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で

会
員
ら
約
４
百
人
参
加

会
員
ら
約
４
百
人
参
加

地
域
と
連
携

地
域
と
連
携

鎌
倉
市
太
極
拳
協
会

鎌
倉
市
太
極
拳
協
会

四四しし

神神じ
ん
じ
ん

相相そ
う
お
う

そ
う
お
う応応
の
地
「
鎌
倉
」

の
地
「
鎌
倉
」

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦

息災願って海上渡御息災願って海上渡御
五所神社例大祭五所神社例大祭

２０１７年（平成２９年）７月１日 第460号 1部　108円 （２）


